
​長文​
​北風と太陽​

​北風と太陽が、どっちが力が強いかといって争っていました。​

​道を歩いている人間の着物をぬがせたほうが勝ちだということに　　　​

​きめました。​

​北風のほうが先にはじめて、はげしくふきました。​

​すると、人間が着物をおさえたものですから、北風はますます​

​ふきつけました。​

​ところが人間は、ますます寒がってほかの着物まで着込みましたので、​

​北風はとうとうつかれきって、太陽に、今度はきみの番だと　　　　　​

​いいました。​

​太陽は、はじめはじわじわと照らしました。​

​すると人間が着物をぬいだので、もっと、光をつよくしました。​

​人間は、しまいにその暑さにがまんできなくなりました。​

​そこで、着物をぬぐと、川の流れにはいって水を浴びました。​

​　​

​いいきかせるほうが、むりにおしつけるよりも、ききめのあることが　​

​多いものです。​


